
学習者が中級活動発表を通じて学んだこと－ CM 制作活動報告－

アブストラクト

2010 年春学期から日本語中級クラスで、学習の定着と日本語会話力の向上を目的に「活動発表会」を実施するこ

とになり、筆者の担当クラスではグループで CM を制作して発表するという活動を行った。「CM を知る」過程として、

CM 分析、アフレコなどのタスクを行い、「CM を制作する」過程では、グループで CM を制作するだけではなく交流

授業で制作途中にアイディアをもらったり、リハーサルでアドバイスをもらったりした。このような活動を通して、

学生は CM というメディアに接し、グループ学習において仲間と協力する重要性を学んだ。また、CM 制作を通じて

表現することや、伝えることの難しさを学んだ学生達は、最後の合同発表会で、発表することも見ることも大いに

楽しんでいた。日本語学習については、全過程をその機会として捉えた学生もいれば、それほど有益ではなかった

と感じたものもいる。しかし、CM 活動は様々な日本語との接触や日本社会や文化を知る機会を生み出す可能性が

ある。同様の活動が今後繰り返し行われることを前提に、今回の試みを振り返り、検討すべき課題を提案する。

キーターム：協働学習、CM 活動発表、日本語
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